
編集後記
　当館は昨年より全館空調機更新
のため休館をしておりましたが、7
月 20 日より再開館をいたします。
この間、令和 6 年能登半島地震が
発生しました。本地震で逝去され
た方々に謹んでお悔やみ申し上げ
ますとともに、被災された皆さま
に心からお見舞い申し上げます。
能登半島は横浜と深いつながりの
ある地域で、震災前から地元研究
者と連携して調査研究を進めてま
いりました。その成果を今号の特
集で公開するとともに、再開館記
念パネル展で展示いたします。ま
た、休館中に進めておりました
「戦後横浜写真アーカイブズ」を公
式ウェブサイトで公開しました。
今号の記事で概要を紹介しており
ますので、是非ご覧いただければ
幸いです。（西）

◎次号発行予定　2025年1月頃

横浜都市発展記念館 再開館記念パネル展

能登半島と横浜
―銭湯がつなぐ人びとの交流―

交通アクセス
● 東急東横・みなとみらい線日本大通り駅（３番出口）0分
● 横浜市営地下鉄ブルーライン関内駅（１番出口）から
徒歩約10分
● J R京浜東北・根岸線関内駅（南口）から徒歩約10分
● 横浜市営バス・神奈中バス「日本大通り駅県庁前」下車
徒歩1分

特別展のご案内

　2024（令和 6）年元日、能登半島の先端を震源とするマグニチュード
7.6 の地震が発生しました。 横浜から能登半島は遠く離れた場所にありま
すが、深いつながりがあります。 特に横浜市内で銭湯を営み、支える人び
とのルーツは多くが能登半島にありました。
　本展示では、写真資料を中心に銭湯を通じた能登半島と横浜とのつ
ながりについて紹介します。

【会期】2024（令和6）年7月20日（土）～ 9月29日（日）

【会場】 横浜都市発展記念館　1Fギャラリー
   ／ 4F常設展示室　ミニ展示コーナー

寄贈資料名 寄贈者

中野貞男

中野貞男

伊東有司

八木下恭美

淺川姫子

中野貞男

点数

1

1

39

101

104

39

中野春之助撮影　
横浜市電気局写真アルバム

関東大震災ガラス乾板

映画関係資料（一括）

八木下恭美家資料（一括）

淺川清永氏旧蔵資料（一括）

寄贈資料の紹介
令和5年8月以降に受贈した資料です。（敬称略）

　表紙図版　
西区「朝日湯」のペンキ絵
（見附島）
丸山清人画
2024（令和6）年5月撮影

銭湯経営者が寄進した石鳥居
石川県鹿島郡中能登町・久氐比古神社

2017（平成29）年11月撮影
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2024年7月能登半島と横浜
―西区「朝日湯」、菓子田卓也さんに聞く―

［特集Ⅰ］

戦後横浜写真
アーカイブズ公開
戦後横浜を写した3名の写真家たち

［特集Ⅱ］

■開館時間　
午前9時30分～午後5時（券売は閉館30分前まで）

■休館日　毎週月曜日・年末年始ほか
（月曜日が祝日の場合は開館、翌平日に休館します。）
■観覧料
特別展開催期間　観覧料は別途定めます。
それ以外の期間　常設展のみ
一般200円／小・中学生、および市内在住65歳以上の方100円
※毎週土曜日は高校生以下無料
※「障害者手帳」「愛の手帳（療育手帳）」などをお持ちの
　方は、無料です。
※毎週第２水曜日「濱ともデー」は市内在住65歳以上
　無料

当館の各種刊行物・オリジナルグッズ等につい
ては、オンラインショップでお求めいただけます。
QRコードを読み取ると、オンラインショップへ
ジャンプします。

MUSEUM SHOP ミュージアム・ショップより

刊行物

『関東大震災100年　関東大震災と横浜　廃墟から復興まで』❶
　横浜都市発展記念館・横浜開港資料館／編　定価2,200円

『横浜鉄道クロニクル　発祥の地の150年』❷
　横浜都市発展記念館／編　定価1,540円

『激震、鉄道を襲う！ー関東大震災と横浜の交通網』❸
横浜都市発展記念館／編　定価1,320円

❶ ❸❷

■ホームページ
http://www.tohatsu.city.
yokohama.jp/

写真プリント 
「大正12年9月1日 横浜大震災」（一括）
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能
登
半
島
と
横
浜

ー 

西
区「
朝
日
湯
」、

　
　
　
　
　

菓
子
田
卓
也
さ
ん
に
聞
く 

ー

一
、
横
浜
市
内
の
「
能
登
半
島
」

　

日
本
海
に
突
き
出
た
石
川
県
の
能
登
半
島
、

そ
の
中
央
部
に
あ
た
る
中
能
登
地
域
（
七
尾
市
・

中
能
登
町
・
志
賀
町
な
ど
）
に
は
、
京
浜
地
域

の
銭
湯
経
営
者
が
寄
進
し
た
石
造
物
が
神
社
等

に
残
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
一
九
二
二
（
大
正

一
一
）
年
に
建
立
さ
れ
た
中
能
登
町
久
江
の
久

氐
比
古
神
社
の
石
鳥
居
に
は
、「
東
京
横
浜
楽

心
会
」
の
文
字
と
と
も
に
、
横
浜
や
東
京
の
銭

湯
経
営
者
を
含
め
た
五
四
人
の
名
前
が
刻
ま
れ

て
い
た
が
、
二
〇
二
四
（
令
和
六
）
年
元
日
の

能
登
半
島
地
震
を
契
機
に
撤
去
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
災
害
に
よ
っ
て
能
登
と
京
浜
地
域
と
の
結

び
つ
き
を
示
す
歴
史
資
料
が
失
わ
れ
た
の
で
あ

る
。そ
の
一
方
で
、横
浜
市
内
で
も「
能
登
半
島
」

と
接
す
る
機
会
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
五
一

（
昭
和
二
六
）
年
創
業
の
西
区
「
朝
日
湯
」
の

女
湯
の
壁
面
に
は
、見
附
島
（
通
称
「
軍
艦
島
」）

の
ペ
ン
キ
絵
が
銭
湯
絵
師
の
丸
山
清
人
さ
ん
に

よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
見
附
島
は
珠
洲
市
に

あ
る
能
登
半
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
度
重
な

る
地
震
で
島
は
崩
れ
て
し
ま
っ
た
が
、西
区
「
朝

日
湯
」
で
は
か
つ
て
の
威
厳
あ
る
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

一
八
五
九
年
七
月
一
日
（
安
政
六
年
六
月
二

日
）
の
横
浜
開
港
以
降
、
人
び
と
に
入
浴
の
機

一
、
横
浜
市
内
の
「
能
登
半
島
」

会
を
提
供
す
る
銭
湯
（
公
衆
浴
場
）
の
運
営
は
、

能
登
半
島
、
主
に
鹿
島
郡
及
び
羽
咋
郡
の
出
身

者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
現
在
、
横
浜
市

内
で
営
業
す
る
四
七
軒
の
銭
湯
の
う
ち
、
半
分

以
上
が
石
川
県
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
銭
湯
で
、
西

区
「
朝
日
湯
」
の
経
営
者
で
あ
る
菓
子
田
卓
也

さ
ん
も
能
登
の
出
身
者
で
あ
る
。
菓
子
田
さ
ん

は
故
郷
に
対
す
る
想
い
か
ら
見
附
島
の
絵
を
丸

山
さ
ん
に
依
頼
し
た
と
い
う
。
高
度
経
済
成
長

期
ま
で
銭
湯
を
介
し
た
人
の
流
れ
は
自
然
だ
っ

た
が
、
能
登
の
発
展
と
と
も
に
人
の
流
れ
は
途

絶
え
た
。
さ
ら
に
銭
湯
経
営
者
の
出
身
地
、
定

着
地
の
双
方
で
世
代
交
代
が
進
む
と
、
そ
の
歴

史
を
語
れ
る
人
間
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

今
、
記
録
化
し
な
け
れ
ば
、
都
市
移
住
者
の
歴

史
は
失
わ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
今
回

は
、
菓
子
田
さ
ん
の
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

か
ら
能
登
半
島
と
横
浜
の
つ
な
が
り
を
ひ
も
解

い
て
い
き
た
い
。
な
お
、
菓
子
田
さ
ん
へ
の
聞

き
取
り
調
査
は
二
〇
二
四
年
五
月
二
九
日
に
西

区
「
朝
日
湯
」
に
て
筆
者
が
行
っ
た
。
ま
た
、

本
文
中
に
登
場
す
る
故
人
は
歴
史
上
の
人
物
と

し
て
敬
称
を
省
略
し
た
。

二
、
能
登
か
ら
横
浜
へ

　

菓
子
田
卓
也
さ
ん
は
第
二
次
世
界
大
戦
中
の

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
二
月
、
石
川
県
羽

二
、
能
登
か
ら
横
浜
へ

3 2

咋
郡
志
賀
町
安
部
屋
で
誕
生
し
た
。
一
九
五
九

年
四
月
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
菓
子
田
さ
ん
は

一
五
歳
で
上
京
、
集
団
就
職
の
列
車
に
乗
っ
て

上
野
駅
に
到
着
し
た
後
は
、
母
方
の
伯
父
・
島

崎
石
太
郎
に
迎
え
ら
れ
て
横
浜
へ
移
動
し
た
と

い
う
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
は
、
人
口
の
増
加

と
と
も
に
銭
湯
の
数
も
伸
び
て
い
く
時
期
で
、

横
浜
市
内
に
は
三
四
〇
〜
五
〇
軒
の
銭
湯
が
存

在
し
た
（
横
浜
開
港
資
料
館
・
横
浜
市
歴
史
博

物
館
編
『
銭
湯
と
横
浜
』
公
益
財
団
法
人
横
浜

市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団
、
二
〇
一
八
年
）。
菓

子
田
さ
ん
の
上
京
は
親
戚
の
間
で
決
ま
っ
て
お

り
、
そ
の
ま
ま
島
崎
の
経
営
す
る
西
区
「
朝
日

湯
」
で
修
業
生
活
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
下
積

み
の
丁
稚
（
小
僧
）
か
ら
一
人
前
の
職
人
で
あ

る
三
助
、
さ
ら
に
番
頭
を
経
て
、
伯
父
か
ら
西

区
「
朝
日
湯
」
を
継
承
し
て
い
く
。
お
そ
ら
く

菓
子
田
さ
ん
は
現
存
す
る
数
少
な
い
叩
き
上
げ

経
営
者
の
一
人
だ
ろ
う
。

　

西
区
「
朝
日
湯
」
に
は
、
菓
子
田
さ
ん
の
ほ

か
、
番
頭
や
女
中
な
ど
五
人
の
従
業
員
が
働
い

て
お
り
、
す
べ
て
能
登
の
出
身
者
だ
っ
た
。
各

銭
湯
は
地
縁
・
血
縁
関
係
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、

現
存
す
る
石
川
県
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
銭
湯
も
親

戚
同
士
で
経
営
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
西
区

「
朝
日
湯
」
は
鶴
見
区
「
朝
日
湯
」
の
複
数
あ

る
支
店
の
一
つ
で
、
神
奈
川
県
公
衆
浴
場
環
境

衛
生
同
業
組
合
の
理
事
長
を
務
め
た
江
尻
福
松

の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
。
江
尻
は
石
川
県

鹿
島
郡
中
島
村
（
現
・
七
尾
市
）
の
出
身
で
、

そ
の
妻
の
つ
や
（
旧
姓
・
島
崎
）
は
同
郡
石
崎

村
（
現
・
七
尾
市
）
の
出
身
だ
っ
た
（『
広
報
な

か
じ
ま
』
第
八
〇
号
、
一
九
六
九
年
六
月
）。
島

崎
石
太
郎
も
石
崎
村
の
出
身
で
、
江
尻
の
妻
の

親
戚
に
あ
た
る
と
い
う
。
ま
た
、
菓
子
田
さ
ん

に
「
流
し
」、
洗
身
サ
ー
ビ
ス
の
技
術
を
伝
え

た
大
橋
進
も
父
方
の
叔
父
で
、
田
鶴
浜
町
（
現
・

七
尾
市
）
の
出
身
で
あ
っ
た
。
有
力
な
経
営
者

で
あ
っ
た
江
尻
福
松
を
頂
点
に
、
非
常
に
濃
い

地
縁
・
血
縁
関
係
で
銭
湯
の
経
営
が
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
菓
子
田
さ
ん
に
と
っ
て
伯
父

の
島
崎
は
「
親
分
」、
江
尻
は
「
大
親
分
」
に

あ
た
り
、
菓
子
田
さ
ん
の
支
店
配
属
も
江
尻
の

指
示
だ
っ
た
。
菓
子
田
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
江
尻

は
敏
腕
経
営
者
で
あ
っ
た
が
、
非
常
に
温
厚
な

人
物
だ
っ
た
と
い
う
。

三
、
厳
し
い
修
業
時
代　

　

銭
湯
の
運
営
は
重
労
働
か
つ
過
酷
で
、
特
に

利
益
を
上
げ
る
に
は
、
安
価
な
燃
料
を
効
率
的

に
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
初
、
丁
稚
は

こ
の
燃
料
収
集
か
ら
仕
事
を
覚
え
始
め
る
。
菓

子
田
卓
也
さ
ん
も
リ
ヤ
カ
ー
を
引
き
つ
つ
、
燃

料
を
集
め
る
と
こ
ろ
か
ら
修
業
を
始
め
た
と
い

う
。
こ
の
仕
事
が
非
常
に
厳
し
く
、
燃
料
を
満

載
し
た
大
き
な
リ
ヤ
カ
ー
を
簡
単
に
動
か
す
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
島
崎

石
太
郎
の
す
す
め
で
一
九
六
一
（
昭
和
三
一
）

年
に
自
動
三
輪
免
許
を
取
得
、
オ
ー
ト
三
輪
を

駆
使
し
て
燃
料
収
集
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
行

動
の
範
囲
も
広
が
っ
た
。
主
な
燃
料
の
供
給
源

は
か
つ
て
横
浜
駅
周
辺
に
存
在
し
た
東
洋
木
材

（
端
材
・
大
鋸
屑
）、
古
河
電
気
工
業
（
油
ボ
ロ
・

油
屑
・
木
製
ド
ラ
ム
）、
三
菱
ド
ッ
ク
（
古
い

盤
木
・
大
鋸
屑
）、
米
軍
基
地
（
廃
材
）、
大
黒

ふ
頭
（
硫
酸
ピ
ッ
チ
）
な
ど
で
、
近
所
の
鳶
職

人
か
ら
も
大
鋸
屑
や
廃
材
を
入
手
し
た
。
燃
料

不
足
の
時
代
だ
っ
た
た
め
、
燃
や
せ
る
も
の
は

何
で
も
集
め
た
。
重
要
だ
っ
た
の
は
、
日
頃
か

ら
の
信
頼
関
係
で
、
鳶
職
人
か
ら
は
燃
料
に
関

す
る
様
々
な
情
報
を
得
た
と
い
う
。
同
業
者
も

三
、
厳
し
い
修
業
時
代　

和太鼓を指導する菓子田卓也さん和太鼓を指導する菓子田卓也さん 西区「朝日湯」・菓子田さんご夫妻脱衣所に掲示された「杉豊太鼓」の活動脱衣所に掲示された「杉豊太鼓」の活動脱衣所に掲示された見附島のポスター脱衣所に掲示された見附島のポスター

多
く
、
燃
料
収
集
は
大
変
な
仕
事
だ
っ
た
。

　

続
い
て
修
得
し
た
の
が
三
助
の
特
徴
で
あ
る

洗
身
サ
ー
ビ
ス
の
技
術
で
あ
る
。
一
八
歳
に
な

る
と
、
本
店
の
鶴
見
区
「
朝
日
湯
」
に
派
遣
さ

れ
、
先
輩
か
ら
技
術
を
学
び
つ
つ
、
本
店
と
支

店
の
双
方
で
腕
を
磨
い
て
い
っ
た
。
そ
し
て
お

よ
そ
一
年
で
技
術
を
覚
え
、
三
〇
歳
手
前
ま
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
と
い
う
。
多
い
時
に
は

一
日
七
〇
人
か
ら
八
〇
人
、
時
に
は
利
用
客
か

ら
厳
し
い
言
葉
を
も
ら
う
な
ど
、
肉
体
的
に

も
、
精
神
的
に
も
き
つ
い
仕
事
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
分
、
自
ら
の
収
入
も
多
く
な
り
、
や
り
が

い
は
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
調
査
日
、
実
際
に

菓
子
田
さ
ん
か
ら
洗
身
サ
ー
ビ
ス
を
実
演
し
て

い
た
だ
き
、①
垢
す
り
、②
洗
身
、③
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
過
程
を
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
首
や

肩
、
腕
の
ツ
ボ
を
押
さ
え
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
心

地
よ
く
、
筆
者
自
身
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
経

験
で
あ
っ
た
。
今
日
で
は
、
こ
の
技
術
の
継
承

者
も
限
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

四
、
横
浜
に
伝
わ
る
能
登
の
文
化

　

高
度
経
済
成
長
期
以
前
、
能
登
の
雇
用
環
境

は
厳
し
く
、
次
男
以
下
は
横
浜
や
東
京
の
銭
湯

な
ど
へ
出
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
一
〇
代
半

ば
か
ら
修
業
を
始
め
た
菓
子
田
卓
也
さ
ん
は
忍

耐
強
さ
を
身
に
着
け
つ
つ
、
釜
焚
き
等
の
技
術

も
覚
え
て
い
っ
た
。
日
々
忙
し
く
て
寝
て
い
る

暇
も
な
か
っ
た
が
、
少
年
時
代
に
親
元
を
離
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
自
分
で
何
と
か
し
よ
う
と
い

う
自
覚
も
芽
生
え
た
と
い
う
。
そ
し
て
一
九
六

九
（
昭
和
四
四
）
年
、
島
崎
石
太
郎
が
江
尻
系

列
の
鶴
見
区
「
千
代
の
湯
」
の
経
営
者
に
移
っ

た
の
を
契
機
に
、
菓
子
田
さ
ん
が
経
営
者
と
し

て
西
区
「
朝
日
湯
」
を
継
承
す
る
。

　

そ
の
後
、
銭
湯
を
経
営
す
る
一
方
で
、
ス
ト

四
、
横
浜
に
伝
わ
る
能
登
の
文
化

レ
ス
解
消
を
か
ね
、
郷
里
に
い
た
頃
に
覚
え
た

能
登
の
和
太
鼓
を
演
奏
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
和
太
鼓
の
技
術
は
地
元
で
先
輩
た
ち
に

厳
し
く
叩
き
こ
ま
れ
、
そ
れ
が
現
在
も
生
き
て

い
る
。
一
九
九
〇（
平
成
二
）
年
、
菓
子
田
さ

ん
は
「
杉
豊
太
鼓
」
を
生
み
出
し
、
同
好
会
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

調
査
日
も
西
区
「
朝
日
湯
」
の
脱
衣
所
で
は

和
太
鼓
の
練
習
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
杉
豊
太

鼓
」
の
基
礎
に
は
、
郷
里
で
あ
る
石
川
県
羽
咋

郡
志
賀
町
安
部
屋
の
「
豊
年
太
鼓
」、
同
矢
田

の
「
疾
風
太
鼓
」、
さ
ら
に
輪
島
市
の
「
御
陣

乗
太
鼓
」
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
を
横
浜
風
に
ア

レ
ン
ジ
し
て
い
る
と
い
う
。
特
に
「
御
陣
乗
太

鼓
」
か
ら
発
展
し
た
「
杉
面
太
鼓
」
は
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
と
同
じ
く
面
を
つ
け
て
演
奏
す
る
。
菓

子
田
さ
ん
は
五
〇
歳
か
ら
能
面
師
に
弟
子
入
り

し
、
自
ら
太
鼓
で
使
用
す
る
面
を
制
作
し
て

い
っ
た
。
西
区
「
朝
日
湯
」
の
脱
衣
所
に
は
、

そ
う
し
た
菓
子
田
さ
ん
の
作
品
や
太
鼓
演
奏
の

写
真
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
能
登

半
島
最
先
端
の
禄
剛
崎
灯
台
や
見
附
島
の
ポ
ス

タ
ー
も
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
か
ら
も
能
登
半

島
と
横
浜
と
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

杉
豊
太
鼓
の
演
奏
は
横
浜
市
内
各
所
で
行
わ

れ
て
お
り
、
能
登
発
祥
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。能
登
半
島
地
震
は
地
域
史
を
語
る

歴
史
資
料
を
破
壊
し
た
だ
け
で
な
く
、
地
域
文

化
の
担
い
手
で
あ
る
人
材
の
流
出
を
加
速
さ
せ

て
い
る
。可
能
な
限
り
、
現
状
の
記
録
化
を
進

め
、
能
登
の
人
び
と
の
営
み
を
後
世
に
残
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。一
方
、
横
浜
で
は
、
銭
湯
経

営
者
を
通
し
て
、
能
登
の
文
化
が
定
着
、
地
域
の

中
で
生
き
続
け
て
い
る
。

（
吉
田　

律
人
）

【
特
集
Ⅰ
】
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戦
後
横
浜
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
公
開

戦
後
横
浜
を
写
し
た
3
名
の
写
真
家
た
ち

　

来
年
2
0
2
5
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
の
年

で
あ
る
。
戦
後
の
横
浜
は
、
港
湾
部
や
都
市
の

中
心
地
を
は
じ
め
、
多
く
の
地
域
が
接
収
を
受

け
、
多
数
の
占
領
軍
が
駐
留
す
る
基
地
の
町
と

な
っ
た
。
こ
の
時
代
の
横
浜
を
多
く
撮
影
し
た

代
表
的
な
写
真
家
が
、
五
十
嵐
英
壽
・
奥
村
泰

宏
・
常
盤
と
よ
子
の
3
名
で
あ
る
。
3
名
と
も

に
占
領
軍
兵
士
が
闊
歩
す
る
横
浜
の
町
の
様
子

に
加
え
、
厳
し
い
戦
後
を
生
き
る
市
民
の
様
子

を
撮
影
し
た
作
品
の
数
々
を
生
み
出
し
た
。
こ

れ
ら
の
写
真
は
芸
術
性
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
資

料
と
し
て
の
価
値
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

当
館
で
は
、
3
名
が
撮
影
し
た
写
真
群
の
寄

贈
を
受
け
、
整
理
・
調
査
研
究
及
び
公
開
準
備

を
進
め
て
き
た
。そ
の
成
果
の
第
一
弾
と
し
て
、

本
年
４
月
27
日
よ
り
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の

「
戦
後
横
浜
写
真
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」に
お
い
て
、

3
名
の
代
表
作
で
あ
る 

1
5
9 

点
の
写
真
を

公
開
し
た
。
本
稿
で
は
、
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の

特
徴
と
3
名
の
写
真
家
が
撮
影
し
た
写
真
の
特

性
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
特
徴

　

本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
昭
和
20
年
代
か
ら
30

年
代
に
お
け
る
横
浜
の
情
景
を
撮
影
し
た
写
真

を
中
心
に
公
開
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
は
、
写

真
家
ご
と
に
ペ
ー
ジ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
横
浜
の
街
と
人
び
と
を
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
て

き
た
。
そ
こ
に
は
戦
争
の
傷
跡
を
残
し
つ
つ
復

興
へ
と
動
き
は
じ
め
た
街
の
活
気
、
豪
華
客
船

が
寄
港
す
る
大
桟
橋
で
の
出
会
い
と
別
れ
の
人

間
模
様
、
そ
し
て
高
度
経
済
成
長
と
と
も
に
大

き
く
変
貌
す
る
臨
海
部
の
状
況
な
ど
、「
写
真

記
者
」
と
し
て
の
視
点
で
切
り
取
ら
れ
た
横
浜

の
さ
ま
ざ
ま
な
情
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
あ
り
、
後
述
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真
家
の
特

性
を
表
し
た
写
真
が
閲
覧
で
き
る
（
❶
）。
サ

ム
ネ
イ
ル
画
像
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
写
真
を
拡

大
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
写
真
の
細
部
も
画

面
上
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
各
画
像
に
は
「
F
T
」
か
ら
は

じ
ま
る
番
号
が
付
さ
れ
て
お
り
、
申
請
し
て
出

版
・
放
送
な
ど
様
々
な
用
途
で
複
製
デ
ー
タ
を

利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
詳
細
は
当
館

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の
「
複
製
資
料
利
用
の
ご
案

内
」
ペ
ー
ジ
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

五
十
嵐
英
壽
写
真
の
特
性

　

五
十
嵐
英
壽
は
1
9
3
1
（
昭
和
6
）
年

函
館
市
に
生
ま
れ
、
1
9
5
2
（
同
27
）
年

に
神
奈
川
新
聞
社
に
入
社
、
写
真
部
の
記
者
と

し
て
横
浜
港
を
中
心
に
取
材
の
日
々
を
送
る
。

1
9
8
1
（
同
56
）
年
か
ら
同
社
編
集
局
写
真

部
長
、
1
9
8
5
（
同
60
）
年
か
ら
同
社
川
崎

総
局
長
を
務
め
た
。
1
9
8
8
（
同
63
）
年
に

代
表
作
と
な
る
写
真
集
『
横
濱
み
な
と
の
唄
』

を
刊
行
し
た
ほ
か
、
多
く
の
写
真
集
を
上
梓
し

て
い
る
。
写
真
群
は
2
0
1
4
（
平
成
26
）
年

に
当
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

五
十
嵐
は
神
奈
川
新
聞
社
の
写
真
部
に
勤
め

る
傍
ら
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
港
を
中
心

5 4

挿
図
（
❷
）
は
中
区
吉
田
町
を
撮
影
し
た
作
品

で
あ
る
が
、
米
軍
の
カ
マ
ボ
コ
兵
舎
が
立
ち
並

ぶ
地
区
と
横
浜
市
民
の
住
宅
地
が
道
を
一
本
隔

て
て
並
存
し
て
い
る
様
子
が
映
し
出
さ
れ
て
い

る
。
占
領
軍
と
の
共
存
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
占

領
期
の
横
浜
の
有
り
様
を
端
的
に
表
し
た
一
枚

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

奥
村
泰
宏
写
真
の
特
性

　

奥
村
泰
宏
（
1
9
1
4
〜
1
9
9
5
）
は
燃

料
商
の
奥
村
商
会
（
西
区
）
の
家
に
生
ま
れ
、

戦
後
直
後
の
1
9
4
9
年
（
昭
和
24
）
よ
り
、

家
業
に
従
事
し
つ
つ
占
領
期
の
横
浜
市
内
の
撮

影
を
開
始
し
、
占
領
軍
兵
士
で
あ
ふ
れ
る
街
の

様
子
に
加
え
、「
浮
浪
児
」
や
「
混
血
孤
児
」、

【
特
集
Ⅱ
】

「
風
太
郎
」
な
ど
、
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
置

か
れ
て
い
る
人
々
に
着
目
し
た
写
真
を
多
数
撮

影
し
た
。
奥
村
の
写
真
群
は
、
2
0
1
8
（
平

成
30
）
年
に
栗
林
阿
裕
子
氏
に
よ
っ
て
当
館
に

寄
贈
さ
れ
た
。

　

奥
村
は
戦
後
直
後
よ
り
、
横
浜
市
戦
災
者
同

盟
（
の
ち
日
本
厚
生
団
）
の
副
理
事
長
と
し
て

社
会
事
業
活
動
に
従
事
し
て
お
り
、
横
浜
に
多

く
存
在
し
た
戦
災
者
・
引
揚
者
・
戦
争
孤
児
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
戦
争
被
害
者
救
済
に
奔
走
し

た
経
験
を
も
っ
て
い
た
。
戦
前
の
奥
村
は
花
鳥

風
月
な
ど
優
美
な
題
材
を
写
真
の
テ
ー
マ
と
し

て
い
た
が
、
こ
の
経
験
か
ら
社
会
の
影
の
部
分

に
着
目
し
た
優
れ
た
写
真
の
数
々
を
生
み
出
す

こ
と
に
な
る
。
今
回
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
は
、

❷吉田町通りとカマボコ兵舎
1953（昭和 28）年 3 月 五十嵐英壽撮影

❹婦人更生施設の女性たち
1957（昭和 32）年 常盤とよ子撮影

❸聖母愛児園の食事風景
1952（昭和 27）年 奥村泰宏撮影

く
女
性
」展
を
開
催
し
て
好
評
を
博
し
た
ほ
か
、

翌
年
に
は
横
浜
の
赤
線
地
帯
で
働
く
女
性
達
の

姿
を
カ
メ
ラ
に
納
め
た
写
真
エ
ッ
セ
イ
集
『
危

険
な
毒
花
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
戦
後

の
女
性
写
真
家
を
代
表
す
る
一
人
と
し
て
注
目

を
集
め
た
。
常
盤
の
写
真
群
は
、2
0
1
8
（
平

成
30
）
年
に
常
盤
の
姪
に
あ
た
る
栗
林
阿
裕
子

氏
に
よ
っ
て
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

横
浜
大
空
襲
で
父
を
亡
く
し
た
常
盤
は
、
戦

後
、
父
を
殺
し
た
国
の
兵
士
た
ち
に
媚
を
売
っ

て
生
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
赤
線
や
青
線
地

帯
の
女
性
た
ち
に
対
し
て
、
憎
悪
に
近
い
感
情

を
持
ち
、
理
解
で
き
な
い
存
在
と
し
て
あ
え
て

彼
女
た
ち
を
被
写
体
と
し
て
選
ん
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
隠
し
撮
り
で
彼
女
た
ち
を
撮
影
す
る

う
ち
に
、
自
分
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
人
間
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
彼
女
た
ち
と
親
し
く
付
き

合
い
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
撮
影
す
る
ス
タ
イ

ル
へ
と
変
貌
す
る
。
ま
た
、
常
盤
は
婦
人
更
生

施
設
の
様
子
（
❹
）
を
多
く
撮
影
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
売
春
防
止
法
施
行
後
の
彼
女
た
ち
が
売

春
を
せ
ず
に
生
き
て
い
く
に
は
ど
の
よ
う
な
道

が
あ
る
の
か
を
世
間
に
問
う
目
的
で
撮
影
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
対
象
に
深
く
寄
り
添
い
つ
つ

撮
影
を
行
う
報
道
写
真
家
と
し
て
の
常
盤
の
姿

勢
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
3
名
の
写
真
家
は
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
個
性
を
も
っ
て
戦
後
横
浜
の
実
相
に

迫
る
写
真
を
撮
影
し
、
後
世
に
貴
重
な
記
録
を

残
し
た
。
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
は
、
今
後
も
随

時
作
品
を
追
加
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
多
く

の
人
々
が
作
品
に
触
れ
、
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

（
青
木 

祐
介
・
西
村 

健
・
松
本 

和
樹
）

1
9
4
6
（
昭
和
21
）
年
に
設
立
さ
れ
た
乳
児

院
・
養
護
施
設
の
聖
母
愛
児
園
（
中
区
山
手
町
）

を
撮
影
し
た
写
真
を
多
く
掲
載
し
た
（
❸
）。

同
園
は
占
領
軍
兵
士
と
日
本
人
女
性
と
の
間
に

生
ま
れ
、
町
に
捨
て
ら
れ
る
な
ど
し
て
孤
児
と

な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
保
護
し
た
施
設
で
あ
る

が
、
多
く
の
人
々
が
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い

た
テ
ー
マ
に
切
り
込
ん
だ
、
奥
村
写
真
の
真
骨

頂
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

常
盤
と
よ
子
写
真
の
特
性

　

常
盤
と
よ
子
（
1
9
2
8
〜
2
0
1
9
）
は
、

神
奈
川
区
の
酒
問
屋
の
家
に
生
ま
れ
、
戦
後
、

後
に
夫
と
な
る
奥
村
泰
宏
と
出
会
っ
て
写
真
家

の
道
を
志
す
。
1
9
5
6
（
昭
和
31
）
年
に
「
働

❶戦後横浜写真アーカイブズトップ画面

http://www.tohatsu.city.yokohama.jp/

sengo-photoarchive.html

と 

き 

わ

こ
う

た
い

お
く
む
ら

じ
ゅ

え
い

い 

が 

ら 

し



　

映
画
館
が
軒
を
並
べ
て
い
た
横
浜
は
、
多
く
の
邦
画
や
洋
画

が
封
切
ら
れ
る
「
シ
ネ
マ
・
シ
テ
ィ
」
だ
っ
た
。
当
館
で
は

2
0
0
5
（
平
成
17
）
年
に
、
当
館
・
横
浜
開
港
資
料
館
が
所

蔵
す
る
映
画
館
の
映
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
、
横
浜
と
映
画

の
か
か
わ
り
を
「
シ
ネ
マ
・
シ
テ
ィ
―
横
浜
と
映
画
―
」
で
展

示
し
て
い
る
。
今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、
昭
和
戦
前
期
か
ら
現

代
に
至
る
ま
で
横
浜
や
東
京
の
映
画
館
に
足
繫
く
通
っ
た
伊
東

秀
一
氏
（
1
9
2
4
〜
2
0
2
2
）
が
集
め
た
映
画
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。

　

2
0
2
3
（
令
和
5
）
年
、
当
館
で
は
、
秀
一
氏
の
ご
子
息

の
伊
東
有
司
氏
か
ら
、
秀
一
氏
が
生
前
に
集
め
た
映
画
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
広
告
・
チ
ラ 

シ
・
ス
チ
ー
ル
写
真
88
点
な
ど
映
画
関
係

資
料
101
点
の
寄
贈
を
受
け
た
。
資
料
群
に
は
、
秀
一
氏
が
発
行

し
た
2
冊
の
書
籍
（『
あ
の
こ
ろ
の
映
画　

思
い
出
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
』（
1
9
8
3
年
）（
以
下
、『
思
い
出
』）、『
あ
の
こ
ろ
の
映

画　

続　

思
い
出
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
』（
2
0
0
7
年
）（
以
下
、

『
続
思
い
出
』））
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
一
方
で
、
同

書
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
、
同
書
に
紹
介
さ
れ
て
い
て

資
料
群
に
入
っ
て
な
い
も
の
も
あ
る
。
資
料
群
の
詳
細
な
研
究

は
今
後
の
課
題
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
と
く
に
昭
和
戦
前
期
か
ら

終
戦
直
後
の
映
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

　

ま
ず
は
秀
一
氏
の
経
歴
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
1
9
2
4

（
大
正
13
）
年
、
現
在
の
西
区
伊
勢
町
で
生
ま
れ
た
秀
一
氏
は
、

神
奈
川
県
庁
職
員
の
父
親
の
都
合
で
磯
子
の
久
木
町
に
引
っ
越

す
。
本
牧
中
学
校
を
経
て
國
學
院
大
学
に
入
学
し
、
1
9
4
4

（
昭
和
19
）
年
に
学
徒
出
陣
で
入
隊
す
る
が
、
身
体
が
弱
か
っ
た

た
め
に
内
地
勤
務
と
な
る
。
戦
後
は
神
奈
川
県
庁
職
員
と
し
て

定
年
ま
で
働
き
、
2
0
2
2
（
令
和
4
）
年
9
月
、
98
歳
で
亡

く
な
る
。
秀
一
氏
の
楽
し
み
が
映
画
鑑
賞
だ
っ
た
。『
続
思
い

出
』
に
よ
れ
ば
、
映
画
に
の
め
り
こ
ん
だ
き
っ
か
け
は
、

1
9
3
4
（
昭
和
9
）
年
、
小
学
生
の
時
に
オ
デ
ヲ
ン
座
で
観

た
「
世
界
大
洪
水
」
だ
と
い
う
。
秀
一
氏
は
、
中
学
生
に
な
る

と
磯
子
の
自
宅
か
ら
自
転
車
で
伊
勢
佐
木
町
、
馬
車
道
の
映
画

館
に
通
っ
て
映
画
を
鑑
賞
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
1
9
4
4

（
昭
和
19
）
年
9
月
に
入
隊
す
る
直
前
ま
で
、
戦
前
の
秀
一
氏
の

映
画
館
通
い
は
続
い
た
。
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
も
秀
一
氏
は
よ

く
映
画
を
観
に
行
っ
て
い
た
。
有
司
氏
に
よ
れ
ば
、
多
い
時
は

週
に
5
、
6
本
観
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
映
画
館
通
い
の
な
か
で
秀
一
氏
が
集
め
た
の

が
、
各
映
画
館
の
映
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
っ
た
。
資
料
群
や
『
思

い
出
』、『
続
思
い
出
』
か
ら
は
、
秀
一
氏
が
伊
勢
佐
木
町
の
オ

デ
ヲ
ン
座
（
横
浜
東
亜
映
画
劇
場
、
横
浜
松
竹
映
画
劇
場
）
や

世
界
館
、
横
浜
電
気
館
、
横
浜
日
活
、
馬
車
道
の
横
浜
宝
塚
劇

場
な
ど
、
市
内
各
地
の
映
画
館
に
足
を
運
ん
で
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
さ
ら
に
資
料
群
に
は
、
新
宿
の
光
音
座
、
渋
谷
の
道
玄

坂
映
画
劇
場
、
日
比
谷
の
日
比
谷
映
画
劇
場
な
ど
、
大
学
時

代
、
入
隊
前
の
秀
一
氏
が
東
京
の
映
画
館
に
も
足
を
運
ん
で
い

た
こ
と
を
伝
え
る
も
の
、
戦
後
の
横
浜
宝
塚
劇
場
や
横
浜
国
際

劇
場
で
鑑
賞
し
た
際
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
確
認
で
き
る
。
映
画
館

通
い
の
な
か
で
蓄
積
さ
れ
た
資
料
群
は
、
横
浜
の
映
画
史
・
娯

楽
史
を
伝
え
る
資
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦
前
・
戦
後
の
横
浜
・

東
京
の
映
画
館
に
足
繫
く
通
っ
た
横
浜
の
映
画
青
年
の
活
動
を

伝
え
る
資
料
と
も
言
え
る
。

　

さ
て
、
こ
う
し
た
資
料
群
の
な
か
で
1
9
4
3
（
昭
和
18
）

年
に
横
浜
宝
塚
劇
場
で
発
行
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
注
目
し
た

い
。
資
料
群
中
、
横
浜
の
映
画
館
関
係
で
も
っ
と
も
多
い
の
が

横
浜
宝
塚
劇
場
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
が
、
な
か
で
も
多
い
の
が
こ

の
時
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
従
前
の
同
館
の
も
の
と
比
較

し
て
も
小
さ
く
、
紙
質
の
粗
い
二
つ
折
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
、
空
襲
警
報
中
の
興
行
中
止
を
伝
え
る
告
知
や
、「
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
必
ず
慰
問
袋
に
入
れ
て
戦
地
へ
お
送
り
下
さ
い
」
と

い
っ
た
文
面
を
確
認
で
き
る
。
戦
時
中
に
発
行
さ
れ
た
こ
れ
ら

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
戦
時
下
を
生
き
た
人
び
と
に
と
っ
て
、
映

画
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
考
え
る
際
の
手
が
か

り
と
い
え
る
。

（
松
本　

和
樹
）

横
浜
の
映
画
青
年
が
集
め
た

昭
和
の
映
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
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❶『横浜宝塚劇場ニュース』第231号
1939（昭和14）年10月8日

❷『横浜宝塚劇場』第431号
1943（昭和18）年9月9日
❶と比べて単色刷りになり、形も小さく
なっている。

❹ｰ1❹ｰ2

❺『レアルトWeekly』No.2
1946（昭和21）年9月2日
レアルト劇場は、中区曙町に
あった洋画封切館。
「クリフサイドクラブ　山手
舞踏場」、「あん美津、お志る
古　喫茶吉住」などの広告が
掲載されている。プログラム
に掲載された広告も、当時の
世相を知る手がかりとなる。

❸『横浜宝塚劇場』No.433
1943（昭和18）年9月23日
❷では見られなかった空襲時の注意が、
「皆様へ」というかたちで表記されている。

❹ｰ1, 2『横浜宝塚劇場』No.435　1943（昭和18）年10月7日
空襲時の注意事項が「急告！」として表記され、これまで空襲警報中のみ興行中止
としていたのを、警戒警報中も中止するとしている。見開きには、「このプログラムは
必ず慰問袋に入れて戦地へお送り下さい。」という文面も見られるようになる。
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